
 学校教育とスマートフォンの共存

現状確認

「かえつの携帯電話・スマホルールについて、満足度を教えてください」とい
うアンケートには...
・「とても満足・やや満足」と答えた生徒のが27％なのに対し、「とても不満・
やや不満」と答えた生徒が35%もいた。
・先生に関しても、「とても満足」と答えた人は1人もおらず、半数以上の8人
が「とても不満・やや不満」と回答する結果となった。

実際に寄せられた不満の声...
＜生徒＞
・文化祭や体育祭などの行事で使いたい。
・学校でも使いたい(休み時間や放課後の娯楽・授業内でわかならないこと
を知らべたいなど)
・ルールが厳しすぎて、納得感がない。
＜先生＞
・回収や返却に手間がかかる。
・回収や返却に伴う、破損の危険性があって心配である。
・使用を制限することは容易であるが、生徒の自己管理能力を高めることが
大事なのではないか。（制限することによって、生徒の自己管理能力を高め
る機会を損失している）
・回収するよりも、授業で活用したい。（調べ学習やポートフォリオの作成な
ど）

→生徒のみならず教員も現状の携帯電話・スマホルールに満足していない
ことがわかった。

かえつ有明中学・高等学校で

のスマートフォンの利用の現

状についての確認を行うため

に、2019年12月10日~17日
まで、中高合わせて生徒507
人と先生15人を対象として調

査を実施した。

＜現在のかえつの携帯電話・スマートフォンに関するルール＞

● 登下校中の使用は許可されている。

● 学校内での使用は禁止。（学校行事時の使用も不可）

● 朝のホームルームの際に担任教諭が生徒の携帯電話・スマートフォンを回収

し、保管する。帰りのホームルームになったら、生徒に返却する。

私たちは、前述のような仮説から以
下の流れで検証を行なった。

私たちと担任教諭で双方の納得出
来るルールを2つ制作

ルール1：電源は常にオフ
ルール2：休み時間中の使用を許
可、授業中は基本的に電源オフ

※いずれも生徒の自己管理とし、回
収は行わない。

↓
2つのルールの適用を実現するため

に、企画書を提出（左のもの）
↓

実際に2つのルールを自分たちのク
ラスで試験的に適用

↓
適用中の生徒の様子を観察、適用
後の生徒へのアンケートを実施

検証と結果

※実際に提出した企画書

 

※「有識者会議の様子」引用元：ICT教
育ニュース

    近年、ICT化に伴い教育面で、BYOD（Bring Your Own Deviceの略）が導入
されるように...
● 東京都教育委員会では「Wi-Fi環境を普通教室に整備し、生徒の所有するICT

機器を活用した学習支援等を実施することの有効性を検証し、導入時及び運
用における課題の解決の方向性を検討する」ことを目的に、一部の都立高校を
BYOD研究指定校に指定している。（引用元：東京都教育委員会HP）

→生徒が自分の端末を学校に持ってきて、授業に活用する動きが広がっている
● 文部科学省

→2019年5月31日に「学校における携帯電話の取り扱い等に関する有識者会
議」の第一回を開催
・学校における携帯電話の制限の見直しが行われた。現在は第七回まで行わ
れている。（引用元：文部科学省HP）

仮説

しかし

会議の中に生徒の姿はなく、現場の声が届きにくいところで議論がなされている（画像
：ICT教育ニュース）
→ルールに従うことになる当事者である生徒の意見が反映されにくい状況で、生徒を
はじめとし、先生や保護者など、学校に関わる多くのひとの納得する決定を下すことは
難しいのではないか

生徒も交えた場で意見を交換し合い、議
論することで、学校に関わるより多くの人
が納得する規制のあり方を考え出すこと
ができるのでは...

実施中の生徒の様子
・ルール実施前（通常時）は、回収される時にダミーのスマートフォンを出し、自分が
普段使っているスマートフォンを校内で隠れて使用している生徒が一部いた。　　　　　　　　　　
それに対し、
・2日間とも、私たちと担任教諭の定めたルールに法って生活を送っていた。
　→実施前よりも納得しやすいルールが適用されることで、ルールの範囲内で使用を
していた。

実施後のアンケートで多かった生徒の声
・スマホにしかない資料を利用することができたこと。
・調べたいことをすぐに調べることができたこと。
・授業中に使用する際に、職員室まで取りに行く手間が省け、学習に集中できたこ
と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→学習している生徒自身にしかわからない声が多く見られた。

検証中の生徒の様子を見て、納得できるルールであれば、ルールを破らず、その
ルール内でスマホを使用することがわかった。
→生徒の満足度を高めるためにはもちろん、ルールが最大限機能するためにも生徒
が納得できるルールをつくることが不可欠。

検証実施後のアンケートから当事者にしかわからない現場の意見があることがわ
かった
→生徒をはじめとする学校に関わる多くの人が納得するルールづくりのためには、生
徒などの当事者の意見を聞き、反映する必要がある。　　　

　そのためには...
「学校における携帯電話の取り扱い等に関する有識者会議」などで、生徒も交えた議
論の場を設けることが必要である。

考察

かえつ有明高等学校2年　山本拓夢　片山大輝　
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